
２０１３年９月２９日 主日礼拝                   

 

司  会        ①沼田兄     ②佐々木伸兄   ③鷲沢兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①川村師     ②高木師  

 

「ヤベツの祈り」 

賛  美     讃美歌３１２番「いつくしみ深き友なるイエスは」 

       (God is working for my good！) 

       (あなたは愛されるため生まれた) 

             

聖  書         ①   マルコによる福音書１０章４６～５２節 (Ｐ６９) 

②③  ヨハネによる福音書３章１～５節 (Ｐ１３８)                                                                                                                          

 音  楽   ①②     宮田四郎兄＆荻野美稚子姉 

        ③   亀渕友香＆VOJA 

   証 詞    ①   古川幹雄兄 

   

     メッセージ                        ①  「欠 けたる者 の叫び」         菅原岳副牧師 

②③「夜の訪問者」             大川従道牧師 

                                                         

賛  美     「カルバリやまの十字架」（聖３９９番）・献金 

頌  栄     ハレルヤ！ 

祝   祷 

                       

【大和ニュース】  

・ 本日、「亀渕友香とVOJA」の皆様をお迎えできて大感謝です！！ 

 *「コンサート」は、昼２時から(開場１時半)。無料。誘い合せて、是非ご出席ください。 

 

・ 本日「合同バザー委員会」(森地下・13:00)、手話、役員会等あり。 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。聖餐式。説教は大川牧師。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は大野義也M主事。 

・ Ｔ．Ｐ．アワーは、感謝と賛美と祈りを捧げる時間です。土曜夕方６時～７時。 

* 「召天者記念礼拝」と納骨式は、土曜昼３時。相模メモリアル教会納骨堂前。 

* 「亀渕友香＆VOJA」コンサートⅡは、１１月１０日(日)第３礼拝と昼２時から。の予定。 
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石の枕  
  

 『人間は考える葦である』と言ったのは、天才パスカルだ。彼は、神を信じ 

るとは、賭けに似ていると考えた。しかし、その賭けはハズレない。 

 以前日本に、ポーランドで大活躍していた「ワレサ委員長」が来られたとき 

の日本人記者とのやりとりが面白い。 

 深夜とても遅く成田に着いたワレサ氏は、いかにもインテリ臭い日本人 

の記者に急に囲まれてしまった。不思議なことというか当然というか、成田に着い 

てすぐに、熱心なクリスチャンであるワレサ氏は、日本での礼拝(ミサ)の時 

間をとても気にしており、いつ、どこで行われるかをしつこく周囲の人たちに 

たずねていたのである。そうこうするうちに記者会見が始まった。ひとしきり 

ポーランドの政治経済の話が済んだところで、次のようなやりとりがあった。 

・記者：お疲れでしょうが、社会主義の国から来られたのに、どうしてあなた 

     は日本でのミサの時間をそんなに気にするのですか？ 

・ワレサ氏：はい、でもあなたの信じる宗教は何ですか？ 

・記者：・・・・・・。 

・ワレサ氏：えっ、何を信じてあなたは生きているのですか、という意味で 

きいているのですが。 

・記者：・・・・・・。 

・ワレサ氏：人間が神を信じないで生きているということの意味が、私にはよ 

       く分からない。あっ、申し訳ない。時差と通訳のまずさで、私は 

      あなたの質問の意味をまちがえているのかもしれません。 

(この深夜の会見こそ、実に明白なコントラストを我々日本人に見せていると 

思う。ワレサ氏が、必死でミサの時間と場所を尋ねているのを軽く扱った日本 

のインテリ記者さんたちは、あれからどう考えたでしょう。) 

 日本には自覚的信仰者も、自覚的無神論者も少ない。ぐうたら無神論 

と酷評されたとしても、全く平気でいられる。正月は神社、Ｘマスは教会、 

葬儀は仏教。それでも、神様は御子イエス様をくださるほどに、日本人を 

愛しておられる。「あなたは愛されるため生れてきました」「私の目には 

あなたは高価で尊い。私はあなたを愛しています」(聖書) 
 

  

 宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：エペソ１章～ピリピ１章  Ｂコース：イザヤ書１６章～３３章 


